
　
　
『
博
多
細
伝
実
録
』
に
つ
い
て

―
―
本
木
村
の
怪
談
を
中
心
に
―
―

 

高＊　
　

橋　
　

昌　
　

彦　
　
　

　
『
博
多
細
伝
実
録
』（
以
下
、『
細
伝
』
と
略
す
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
福
岡
藩
内
の
事
件
や
奇
談
な
ど
を
集
め

た
も
の
で
あ
る
。
早
く
に
は
、
柳
田
國
男
が
、
河
童
か
ら
治
療
法
を
伝
授
さ
れ
た
医
師
鷹
取
運
松
庵
の
話
を
こ
の
本
か
ら
引
用
し
て
い

る
。
た
だ
、
書
名
を
『
博
多
細
記
』
と
載
せ
て
い
る
た
め

（
注
１
）、

典
拠
が
こ
の
書
物
で
あ
る
と
気
付
か
れ
ず
に
来
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
中

村
幸
彦
氏
は
「
実
録
黒
田
騒
動
の
成
立
」
の
中
で
、『
細
伝
』
が
黒
田
騒
動
を
描
い
た
代
表
的
実
録
『
寛
永
箱
崎
文
庫
』
の
典
拠
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、『
細
伝
』
の
記
録
と
し
て
の
信
頼
度
は
薄
い
と
も
述
べ
て
い
る

（
注
２
）。『

細
伝
』
の
内
容
に
つ
い
て
、

も
っ
と
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
の
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典　

第
五
巻
』（
一
九
八
四
年
・
岩
波
書
店
）
中
の
中
野
三
敏
氏
の
解
説

  

＊
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授
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で
あ
る
。
今
日
、
こ
の
解
説
が
『
細
伝
』
を
語
る
上
で
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
少
々
長
く
な
る
が
全
文
を
引
い
て
み
る
。

　
　

 　

十
五
巻
。
実
録
。
作
者
未
詳
。
実
録
も
の
の
通
例
と
し
て
、
全
十
五
巻
を
三
冊
・
四
冊
・
七
冊
等
に
仕
立
て
た
も
の
が
あ
り
、
ま

た
十
五
巻
の
各
一
巻
を
二
巻
ず
つ
に
割
っ
て
全
三
十
巻
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
さ
ら
に
八
巻
ま
で
を
一
冊
に
綴
じ
て
完
本
の
如
く
に

み
せ
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
文
章
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
ず
、
十
五
巻
本
が
原
姿
で
あ
る
事
は
疑
え
な
い
。
書
名
も
「
博
多
細
伝

記
」「
博
多
細
伝
実
記
」
等
区
々
で
あ
る
。【
成
立
】
序
文
を
付
す
も
の
と
付
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
文
は
「
此
密
書
は
口
才
に

か
ざ
れ
る
事
な
く
、
曾
て
他
の
知
る
所
に
非
ず
。
予
故
有
て
か
の
国
博
多
の
津
に
久
し
く
旅
住
し
、
事
々
物
々
に
耳
目
を
寄
せ
、
元

和
寛
永
の
比
よ
り
宝
暦
の
今
日
迄
を
巨
細
に
さ
ぐ
り
得
て
、
厥
所
の
跡
異
、
亦
は
間
々
に
怪
談
を
記
す
。
併
不
為
他
見
、
後
聞
を
恐

れ
、
陰
□
し
、
只
独
覧
せ
し
む
る
而
已
」
と
あ
っ
て
、
成
立
は
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
―
一
七
六
四
）
と
知
れ
る
。
本
文
中
に
も
、

当
代
藩
主
を
黒
田
長
政
か
ら
七
代
目
に
当
る
継
高
と
記
し
、
明
記
さ
れ
る
年
号
は
宝
暦
十
年
（
巻
十
一
）
ま
で
を
確
認
し
得
る
の
で
、

か
た
が
た
宝
暦
末
年
の
成
立
と
見
れ
ば
よ
か
ろ
う
。
作
者
は
博
多
に
旅
住
す
る
者
と
い
う
が
如
何
か
。
忠
之
等
に
対
し
て
か
な
り
批

判
的
な
筆
致
を
示
す
も
の
ゆ
え
、
敢
え
て
旅
住
の
者
と
仮
称
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。【
内
容
】
巻
一
は
、
黒
田
家
供
揃
え
の
一
本
道

具
片
挟
箱
の
由
来
を
忠
之
と
栗
山
大
膳
の
い
わ
ゆ
る
黒
田
騒
動
の
評
定
に
か
ら
め
て
述
べ
、
か
た
が
た
大
膳
の
武
勇
・
弁
才
に
勝
れ

た
趣
と
、
忠
之
の
短
慮
・
癇
癖
の
性
癖
を
述
べ
る
。
巻
二
は
、
忠
之
の
失
政
の
一
に
数
え
ら
れ
た
破
戒
僧
高
要
仕
置
き
の
結
果
、
高

要
の
亡
霊
の
祟
り
で
藩
士
十
三
名
が
と
り
殺
さ
れ
る
一
件
と
、
や
は
り
忠
之
の
短
慮
に
よ
り
追
放
さ
れ
た
藩
士
吉
田
久
太
夫
が
三
千

石
で
再
び
召
還
さ
れ
る
経
緯
を
述
べ
、
巻
三
以
下
に
は
、
享
保
頃
の
藩
士
野
村
太
郎
兵
衛
の
冤
罪
、
あ
る
い
は
浅
野
彦
五
郎
の
油
煎

2（　）
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り
の
刑
死
等
々
、
藩
中
の
種
々
の
事
件
を
述
べ
、
毛
利
但
馬
が
座
頭
を
斬
殺
し
て
以
来
の
因
果
咄
に
終
る
。
い
ず
れ
も
藩
の
正
史
に

材
を
と
り
な
が
ら
も
、
述
べ
る
と
こ
ろ
は
興
味
本
位
の
架
空
の
描
写
に
終
始
し
、
た
め
に
長
野
誠
翁
遺
稿
抜
粋
『
筑
前
郷
土
誌
解

題
』（
昭
和
８
年
）
に
は
、
虚
妄
十
に
し
て
七
、
本
国
三
大
偽
書
の
一
と
評
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
黒
田
騒
動
外
伝
と
し
て
面
白

い
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

中
野
氏
が
解
説
を
書
く
に
あ
た
り
、
底
本
に
し
た
も
の
は
不
明
だ
が
、
い
く
つ
か
諸
本
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
解
説
に
あ
る
三
十

巻
本
は
見
つ
か
ら
ず
、
代
わ
り
に
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
存
在
が
わ
か
っ
た
。
以
下
に
諸
本
の
書
誌
を
整
理
し
て
み
る
。

　
　
　
　
一
　
諸
本
に
つ
い
て

Ⅰ
、
十
巻
本

　

 

①
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
。
写
本
十
巻
十
冊
。
寸
法　

縦
二
二
、五
糎
×
横
一
五
、五
糎
。
外
題
「
博
多
細
伝
記
」。
序
有
。
一
面
八
行
。

貸
本
屋
「
古
安
」
の
黒
印
有
。
江
戸
後
期
写
。

Ⅱ
、
十
五
巻
本

　

 

②
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
。
写
本
十
五
巻
三
冊
。
寸
法　

縦
二
三
、四
糎
×
横
一
六
、四
糎
。
序
有
。
一
面
八
行
。
巻
末
識
語
「
文
政
十
三

寅
歳
二
月
廿
四
日
写
畢
ル　

待
井
成
矩
」。
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③
架
蔵
。
写
本
十
五
巻
五
冊
。
寸
法　

縦
二
六
、二
糎
×
横
一
八
、八
糎
。
外
題
「
博
多
細
伝
記
」。
序
な
し
。
一
面
十
行
。
江
戸
後
期

写
。

　

 

④
福
岡
市
総
合
図
書
館
蔵
。
紙
焼
複
製
本
（
原
本
は
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
黒
田
家
文
書
、「
黒
田
家
用
紙
」
と
柱
刻
の
あ
る
罫
紙
に

近
代
に
な
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
）。
七
巻
三
冊
（
巻
一
・
二
、九
・
十
、十
三
〜
十
五
）
存
。
元
は
十
五
巻
本
。
序
な
し
。
一
面
十
二
行
。

巻
十
四
の
鬼
城
（
鬼
木
）
の
話
の
後
に
、
天
保
年
間
の
異
な
る
伝
承
を
書
き
加
え
て
い
る
。

Ⅲ
、
二
十
巻
本

　

 

⑤
福
岡
市
総
合
図
書
館
原
田
種
雄
文
庫
蔵
。
写
本
二
十
巻
十
冊
。
寸
法　

縦
二
三
、四
糎
×
横
一
六
、三
糎
。
外
題
「
博
多
細
伝
記
」。

序
有
。
一
面
九
行
。
江
戸
後
期
写
。「
姪
浜　

石
橋
善
三
郎
」
旧
蔵
。

　

 

⑥
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
。
写
本
二
巻
一
冊
（
巻
一
・
二
、
巻
二
末
破
れ
）
存
。
寸
法　

縦
二
三
、一
糎
×
横
一
五
、七
糎
。
元
は
二
十
巻

本
（
総
目
録
よ
り
）。
序
有
。
一
面
九
行
。
江
戸
後
期
写
。
高
原
義
久
寄
贈
本
。

　

こ
の
他
に
原
本
未
見
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
諸
本
が
確
認
で
き
る
。
横
山
邦
治
氏
旧
蔵
本
（
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

は
十
五
巻
五
冊
で
、
序
な
し
。
巻
末
に
「
右
博
多
細
伝
実
記
壱
部
通
計
拾
有
五
巻
、
自
弘
化
三
丙
午
冬
今
丁
未
春
以
一
毫
全
成
其
功
畢
、

山
内
勝
五
郎
騰
写
之
」
の
識
語
が
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
九
州
大
学
中
央
図
書
館
に
は
三
本
が
残
り

（
注
３
）、

江
島
文
庫

本
は
十
四
巻
十
三
冊
存
（
十
五
巻
本
で
、
巻
十
二
の
み
欠
）、
吉
村
氏
旧
蔵
本
は
十
五
巻
五
冊
で
序
有
、
廣
瀬
文
庫
本
は
八
巻
一
冊
で
序

有
。
前
掲
解
説
中
に
あ
る
八
巻
本
は
こ
の
本
を
さ
す
か
と
思
わ
れ
る
。
東
京
大
学
南
葵
文
庫
本
は
、
一
つ
が
「
博
多
細
伝
鈔
」
一
冊
で
、

4（　）
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奥
書
「
文
政
五
壬
午
年
孟
春　

太
田
氏
栄
屋
卯
兵
衛
摸
写
」。
も
う
一
つ
が
十
五
巻
七
冊
で
「
天
明
三
卯
歳
□
之　

渡
部
氏
」
等
の
識
語

が
残
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
最
も
早
い
写
本
が
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
で
、
そ
の
多
く
は
江
戸
後
期
の
書
写
と
な
る
。
十
五

巻
本
の
残
存
数
が
多
く
、
原
姿
と
思
わ
れ
る
が
、
二
十
巻
本
と
は
内
容
に
お
い
て
大
差
が
な
い
。
し
か
し
、
十
巻
本
で
は
間
引
い
た
話
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
対
照
表
を
末
尾
に
付
す
）。

　
　
　
　
二
　
序
文
・
成
立
時
期
に
つ
い
て

　

解
説
中
に
引
用
さ
れ
た
序
文
に
は
空
白
部
が
あ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
諸
本
の
う
ち
、
序
が
残
る
も
の
を
す
べ
て
引
用
し
て
お
く
。
文

章
に
は
多
少
の
異
同
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

①
本
序
文

　
　

 

此こ
の

書し
よ

は
、
曽か
つ

て
他た

人に
ん

の
知し

れ
る
事
に
あ
ら
ず
。
予よ

故ゆ
へ

あ
つ
て
筑ち
く

前せ
ん

の
国く
に

博は
か

多た

の
津つ

に
年と
し

久ひ
さ

し
く
旅り
よ

住ぢ
う

し
て
、
事
々
く
物
々
に
耳み
ゝ

目め

を

寄よ
せ

て
、
元げ
ん

和は

寛く
わ
ん

永ゑ
い

の
頃こ
ろ

よ
り
宝ほ
う

暦れ
き

の
今
日
ま
で
巨こ

細さ
い

に
尋
た
つ
ね

探さ
ぐ

り
て
、
其そ
の

所と
こ
ろの
珍ち
ん

霊れ
い

或あ
る
いは
奇き

く
わ
い
の
事
記し
る

す
。
然し
か

り
と
い
へ
と
も

他
見
の
ゆ
る
さ
ゝ
る
は
、
全ま

つ
たく
後こ
う

聞も
ん

の
恐お
そ
れ故
、
陰い
ん

閑か
ん

し
て
、
唯た
ゞ

々
独ど
く

覧ら
ん

せ
し
む
る
の
み
に
て
な
す
な
り
。

　

②
本
序
文

　
　

 

此
密
書
は
、
口
才
聞
か
さ
る
事
な
く
、
曽
而
他
の
知
る
所
に
非
す
。
予
故
有
り
て
彼
国
博
多
の
津
に
久
し
く
旅
住
し
て
、
悉
内
々
耳
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目
を
寄
せ
、
元
和
寛
延マ
マ

の
比
よ
り
宝
暦
の
今
日
迄
を
未
細
さ
く
り
得
て
、
厥
所
の
珍
異
ま
た
間
々
に
怪
談
を
流
す
。
併
他
見
せ
す
。

後
聞
を
恐
れ
陰
閑
し
、
只
独
り
覧
せ
し
む
る
の
み
の
事
な
り
。

　

⑤
本
序
文

　
　

 

此
密み
つ

書し
よ

は
、
口こ
う

才さ
い

に
か
さ
れ
る
事
な
く
、
曽
て
他
の
知
る
所
に
あ
ら
す
。
予
ゆ
へ
有
つ
て
か
の
国
博は
か

多た

の
津つ

に
年と
し

久ひ
さ

し
く
旅り
よ

住ち
う

し
、

事じ

々ゝ
物ぶ
つ

々ゝ
に
耳じ

目も
く

を
寄
せ
て
、
元け
ん

和わ

寛く
わ
ん

永ゑ
い

の
こ
ろ
よ
り
宝ほ
う

暦れ
き

の
今
ま
て
微び

細さ
い

に
さ
く
り
得ゑ

て
、
そ
の
所
の
珍ち
ん

話わ

ま
ゝ
に
怪
く
わ
い

談た
ん

を
し

る
す
。
し
か
し
他た

見け
ん

の
為た

め

な
す
後こ

う

聞ふ
ん

を
恐
れ
陰い

ん

閑か
ん

し
て
、
た
ゝ
独と

く

覧ら
ん

せ
し
む
る
の
み
。

　

⑥
本
序
文

　
　

 

此こ
の

密み
つ

書し
よ

は
、
口こ
う

才さ
い

耳
餝か
ざ

れ
る
事こ
と

な
く
、
曽か
つ

而て

他た

の
知し

る
所と
こ
ろに
あ
ら
す
。
予よ

故ゆ
へ

有あ
つ

て
彼か
の

国く
に

博は
か

多た

の
津
に
歳と
し

久ひ
さ

し
く
旅り
よ

住ぢ
う

し
、
事じ
つ

々
物ぶ
つ

々

に
耳じ

目も
く

を
よ
せ
て
、
元げ
ん

和わ

寛く
わ
ん
ゑ
い
永
の
こ
ろ
よ
り
宝ほ
う

暦れ
き

の
今い
ま

ま
て
微び

細さ
い

に
探さ
ぐ

李り

得ゑ

て
、
其そ
の

所と
こ
ろの
珍ち
ん

話わ

間ま

々
に
怪
く
わ
い

談だ
ん

を
記し
る

す
。
し
か
し
他
見

の
為
な
ら
す
。
後こ

う

聞ぶ
ん

を
恐お
そ

れ
陰い
ん

閑
し
て
、
唯た
ゝ

独ど
く

覧ら
ん

せ
し
む
る
而の

已み

。

す
べ
て
の
序
文
に
お
い
て
解
説
の
空
白
部
を
「
閑
」
と
記
し
て
い
る
。
陰
閑
は
隠
閑
の
意
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ま
ま
序
文
の
意
を
と
れ
ば
、

博
多
に
長
年
旅
住
し
て
い
る
者
が
元
和
か
ら
宝
暦
ま
で
の
福
岡
藩
の
話
を
集
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
前
掲
解
説
の
通
り
、
後

難
を
恐
れ
て
旅
人
と
仮
託
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
。
解
説
に
は
、
本
文
中
に
「
宝
暦

十
年
」
の
年
時
が
巻
十
一
に
残
る
と
あ
る
が
、
③
の
架
蔵
本
で
見
る
と
（
本
文
の
引
用
は
架
蔵
本
を
底
本
と
し
、
意
味
の
と
り
に
く
い
所

や
明
ら
か
な
誤
字
は
他
の
諸
本
と
校
合
す
る
）
巻
十
「
植
村
定
右
衛
門
国
勝
手
の
事
」
中
に
「
宝
暦
十
年
の
春
」
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て

〳
〵

〳
〵

〳
〵
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い
る
。
先
の
中
村
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
人
名
な
ど
を
含
め
て
記
録
と
し
て
の
信
頼
度
が
薄
い
の
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
時
折
正
確
な

記
載
が
見
え
る
箇
所
も
あ
る
。
同
じ
巻
十
に
は
、
子
福
者
で
あ
る
藩
主
継
高
の
子
女
に
つ
い
て
ふ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
南
部

三
郎
殿
」
と
婚
約
し
た
姫
の
存
在
が
出
て
く
る
。『
黒
田
家
譜
』

（
注
４
）に

よ
れ
ば
、
継
高
の
八
女
お
麻
と
盛
岡
藩
南
部
家
の
嫡
子
三
郎
と
の
婚

約
が
成
立
し
た
の
は
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
五
月
の
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
婚
礼
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
一
月
に
な
る

（
注
５
）。

や

は
り
、『
細
伝
』
の
成
立
は
、
宝
暦
末
か
ら
明
和
初
め
頃
と
考
え
る
の
が
穏
当
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
三
　
本
木
村
の
怪
談
に
つ
い
て

　
『
細
伝
』
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
前
半
の
黒
田
騒
動
を
含
む
藩
主
と
そ
の
周
辺
の
話
を
中
心
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
本

稿
で
は
後
半
に
載
る
奇
談
・
怪
談
か
ら
、
原
話
が
わ
か
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。『
細
伝
』
巻
十
二
に
は
宗
像
郡
本
木
村
の
怪
談

が
載
る
が
、
そ
の
末
尾
に
は
、

　
　

 

此
節
の
始
終
の
義
は
、
公
辺
よ
り
も
御
尋
の
う
へ
に
て
一
件
書
付
致
し
、
差
出
候
様
に
被
仰
付
、
筑
前
の
絵
師
狩
野
昌
雲
と
言
〔
高

二
百
石
な
り
〕
者
、
是
を
認
て
上
覧
に
入
ぬ
。

と
、
藩
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
本
木
化
物
記
録
」（
以
下
、「
記
録
」
と
略
す
）

（
注
６
）と

考
え
ら
れ
る
。

合
わ
せ
て
狩
野
昌
雲
が
描
い
た
絵
が
あ
る
と
い
う
が
、
今
日
残
る
の
は
、
作
者
未
詳
の
江
戸
時
代
後
期
写
の
も
の
で
あ
る

（
注
７
）。
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さ
て
「
記
録
」
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
か
ら
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
ま
で
の
二
十
年
に
わ
た
る
出
来
事
を
時
系
列
に
一
つ

書
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
梗
概
を
述
べ
る
と
、
本
木
村
に
女
性
を
犯
す
化
け
物
が
出
て
次
々
と
妊
娠
さ
せ
る
。
魚
の
腐
っ
た
よ

う
な
臭
い
、
全
身
毛
で
覆
わ
れ
た
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
が
、
す
ぐ
に
亡
く
な
る
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
権
右
衛
門
の
女
房
の
元
に

現
れ
て
か
ら
、
化
け
物
と
の
本
格
的
闘
い
が
語
ら
れ
る
。
山
狩
り
・
鉄
砲
・
罠
・
毒
等
と
様
々
な
手
立
て
を
講
じ
る
が
、
狐
狸
な
ど
の
他

の
獣
は
捕
ま
る
も
の
の
、
化
け
物
被
害
は
続
く
。
そ
こ
で
殿
様
の
飼
い
犬
二
匹
が
遣
わ
さ
れ
、
化
け
物
と
の
闘
い
で
、
犬
は
大
怪
我
を
負

い
、
化
け
物
は
山
へ
と
逃
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
な
り
、
権
右
衛
門
宅
の
床
下
か
ら
、
化
け
物
の
死
骸
が

見
つ
か
る
。
そ
し
て
、
同
十
二
年
に
首
・
四
足
・
尾
が
箱
に
納
め
ら
れ
福
岡
表
へ
運
ば
れ
た
と
い
う
。

　
「
記
録
」
の
写
本
が
何
点
か
残
る
と
い
う
の
で
、
書
写
さ
れ
、
あ
る
程
度
広
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
話
は
貝
原
益
軒
『
筑
前

国
続
風
土
記
』
巻
十
七
（
以
下
『
続
風
』
と
略
す
）

（
注
８
）に

簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
で
よ
り
広
ま
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
内
容
を
見
比
べ
る
と
字
数
の
違
い
で
詳
細
に
書
か
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
異
な
る
点
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
部
分
を
引
用

す
る
。

　
　

 

…
一
夜
彼
怪
物
来
る
。
彼
一
の
良
狗
出
て
、
是
と
闘
事
甚
し
。
さ
れ
ど
も
、
終
に
勝
負
決
せ
ず
し
て
、
あ
や
し
き
も
の
は
逃
去
ぬ
。

狗
に
鼻
は
、
か
み
そ
り
に
て
切
た
る
ご
と
く
横
に
疵
有
。
去
れ
共
狗
は
恙
な
し
。
又
一
の
狗
は
、
普
通
に
は
勝
れ
た
り
し
か
ど
お
ぢ

て
出
あ
は
ず
。
た
ゝ
か
ひ
し
犬
は
、
極
て
能
犬
な
り
。
凡
の
犬
と
は
眼
目
容
貌
替
れ
り
。
是
よ
り
後
、
終
に
彼
怪
物
来
ら
ず
。
程
経

て
後
、
此
辺
の
猟
師
、
山
に
入
て
狩
を
せ
し
に
、
林
中
に
あ
や
し
き
獣
有
。
猪
鹿
に
非
ず
。
狐
狸
に
非
ず
。
ま
た
猯
狢
に
も
あ
ら
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ず
、
い
ま
だ
見
ざ
る
け
も
の
也
。
本
木
の
民
家
に
わ
ざ
は
ひ
せ
し
物
は
、
是
な
ら
ん
と
い
へ
り
。

「
記
録
」
で
は
二
匹
の
犬
が
化
け
物
と
勇
敢
に
戦
う
の
だ
が
、『
続
風
』
は
一
匹
の
み
が
戦
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
結
末
も
「
記
録
」
の

よ
う
に
床
下
か
ら
死
骸
が
見
つ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
山
中
で
猟
師
に
見
つ
け
ら
れ
た
謎
の
獣
の
存
在
に
ふ
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上

の
言
及
は
な
い
。

　

で
は
、『
細
伝
』
は
、
こ
の
話
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
架
蔵
本
で
も
十
二
丁
に
及
ぶ
た
め
、
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

　

本
木
村
で
の
事
件
の
始
ま
り
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
こ
と
。
百
姓
権
兵
衛
（
権
平
）
の
妻
が
、
夜
中
就
寝
中
に
床
下
に
引
き
込

ま
れ
る
と
い
う
騒
動
が
繰
り
返
し
起
こ
る
。
権
兵
衛
は
人
を
頼
ん
で
寝
ず
の
番
を
始
め
る
が
、
亥
刻
過
ぎ
か
ら
睡
魔
に
襲
わ
れ
、
正
体
が

つ
か
め
な
い
ま
ま
過
ぎ
て
い
く
。
そ
こ
で
名
主
・
代
官
と
謀
り
、
山
狩
り
を
行
う
が
、
そ
の
間
、
今
度
は
村
の
あ
ち
こ
ち
で
別
の
女
た
ち

が
同
じ
よ
う
に
床
下
へ
引
き
込
ま
れ
る
。
村
人
た
ち
が
思
案
し
て
い
る
と
、
権
兵
衛
の
母
親
が
、
な
ぜ
か
何
も
詮
議
せ
ず
に
捨
て
置
く
よ

う
に
言
う
。
結
局
、
福
岡
表
へ
報
告
し
、
鉄
砲
隊
な
ど
と
共
に
藩
主
の
飼
い
犬
で
あ
る
一
匹
の
唐
犬
山
嵐
が
遣
わ
さ
れ
る
。
権
兵
衛
の
妻

を
蔵
の
中
に
入
れ
、
お
び
き
寄
せ
る
作
戦
を
た
て
待
っ
て
い
る
と
、
怪
し
げ
な
も
の
が
現
れ
て
逃
げ
て
い
っ
た
の
を
山
嵐
が
追
い
か
け
て

い
き
、
行
方
不
明
と
な
る
。
ま
た
同
じ
時
期
に
権
兵
衛
の
母
親
も
姿
を
消
す
。
騒
動
は
や
み
、
二
年
後
に
猟
師
が
山
中
の
狐
穴
の
中
に
、

三
体
の
死
骸
を
見
つ
け
る
。
一
体
は
人
間
の
も
の
で
権
兵
衛
の
母
親
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
一
体
は
犬
の
も
の
で
山
嵐
と
判
断
さ
れ
た
。

残
る
一
つ
は
「
大
き
さ
三
尺
あ
ま
り
、
頭
の
形
み
ぢ
か
く
、
牙
尤
も
出
た
り
。
ま
た
四
足
も
み
ぢ
か
く
、
犬
の
骸
と
は
大
き
に
違
ひ
有
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り
」
と
描
か
れ
る
怪
物
の
も
の
で
あ
っ
た
。
母
親
の
死
骸
が
最
も
古
く
、
怪
物
は
殺
し
た
後
に
老
母
に
化
け
て
い
た
と
判
断
さ
れ
た
。
怪

物
の
正
体
に
つ
い
て
村
の
老
人
た
ち
に
よ
り
評
議
が
行
わ
れ
、
一
人
の
老
人
に
よ
っ
て
「
山
い
た
ち
」
で
は
な
い
か
と
告
げ
ら
れ
る
。
老

人
は
そ
の
生
き
物
に
つ
い
て
、

　
　

 

我
祖
父
が
丹
波
の
国
に
有
り
し
時
、
幼
年
の
時
、
聞
及
び
た
る
に
は
、
形
常
の
女
の
程
に
し
て
頭
の
み
ぢ
か
く
、
よ
く
男
女
に
付
て

や
や
久
し
く
付
ま
と
ひ
迷
す
に
よ
つ
て
、
人
次
第
〳
〵
に
お
と
ろ
へ
て
死
す
。
甚
だ
悪
き
畜
生
な
り
。

と
語
り
、
最
後
は
前
掲
の
藩
へ
の
報
告
書
と
絵
の
提
出
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
場
所
の
本
木
村
な
の
だ
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
、
宗
像
郡
・
夜
須
郡
・
糟
屋
郡
と
郡
名
に
違
い
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
事
件
の
起

こ
っ
た
年
時
が
「
記
録
」
と
は
全
く
異
な
る
。
そ
こ
に
は
正
確
に
事
実
に
沿
っ
て
記
そ
う
と
い
う
意
識
が
そ
も
そ
も
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
事
件
そ
の
も
の
も
床
下
に
引
き
込
ま
れ
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
村
人
は
事
件
が
起
こ
る
度
に
、
床
板
を
は
ず
し
気
絶
し

て
い
る
女
を
助
け
出
す
の
で
あ
る
。
異
形
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
話
も
こ
こ
で
は
出
て
こ
な
い
。
だ
が
、
同
じ
『
細
伝
』
巻
十
一
の
竹
中

久
左
衛
門
の
娘
が
狐
に
見
込
ま
れ
妊
娠
す
る
話
で
は
、
似
た
よ
う
な
場
面
が
出
て
く
る
。
急
に
産
気
づ
い
た
娘
は
産
所
に
行
く
と
言
っ
て

床
下
に
入
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
三
子
を
出
産
、
一
つ
は
頭
は
人
間
で
体
は
狐
、
次
は
頭
は
狐
で
体
は
人
間
な
が
ら
も
毛
で
覆
わ
れ
て
お

り
、
三
つ
目
も
同
じ
異
形
の
姿
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
異
形
の
姿
を
描
く
一
つ
の
型
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
話
に
利
用
し
た
と
も
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
母
親
に
化
け
る
く
だ
り
は
有
名
な
化
猫
騒
動
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
類
型
で
、
別
の
話
か
ら
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
藩
主
か
ら
遣
わ
れ
た
犬
は
本
来
二
匹
で
あ
る
が
、『
続
風
』
で
は
一
匹
の
み
が
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
、『
細
伝
』
で
は
一
匹
し
か
登
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場
し
な
く
な
る
。
ま
た
、
結
末
も
山
中
で
見
つ
か
っ
た
と
い
う
点
だ
け
を
と
ら
え
れ
ば
、『
続
風
』
の
方
に
近
い
し
、
白
骨
で
見
つ
か
っ

た
と
い
う
点
は
「
記
録
」
に
近
い
。
作
者
は
「
記
録
」『
続
風
』
両
方
の
話
を
知
っ
た
上
で
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
き
く
異
な
る
の
は

怪
物
の
正
体
を
「
山
い
た
ち
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。「
山
い
た
ち
」
と
は
、
実
在
の
生
物
と
し
て
は
「
お
こ
じ
ょ
」
の
別
名
で
あ
り
、

他
に
「
く
だ
き
つ
ね
（
管
狐
）」
と
も
呼
ば
れ
る
。「
い
た
ち
（
鼬
）」
そ
の
も
の
は
、
怪
異
を
も
た
ら
す
も
の
と
さ
れ
、
狐
狸
の
よ
う
に

変
化
す
る
動
物
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、「
く
だ
き
つ
ね
」
は
人
や
家
に
憑
く
と
い
う
伝
承
も
多
い
と
さ
れ
る

（
注
９
）。

た
だ
、
犬
と

闘
っ
て
怪
我
を
負
わ
せ
る
ほ
ど
大
き
な
生
物
で
は
な
い
。
だ
が
、
老
母
に
化
け
た
と
い
う
話
を
挿
入
し
、
村
の
老
人
の
言
葉
を
通
し
て
ど

の
よ
う
な
悪
事
を
す
る
か
を
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
作
者
は
「
山
い
た
ち
」
に
関
し
て
多
少
な
り
と
も
知
識
を
持
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
正
体
不
明
の
ま
ま
終
わ
る
の
で
は
、
や
は
り
収
ま
り
が
悪
い
た
め
、「
記
録
」『
続
風
』
に
は
出
て
い
な
か
っ
た
名
前
を
付

し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
木
村
の
怪
談
を
例
と
し
て
揚
げ
原
話
と
見
比
べ
て
き
た
が
、
結
果
「
解
説
」
に
引
か
れ
て
い
た
よ
う
に
「
虚
妄
十
に
し
て
七
」

と
い
う
の
は
、
黒
田
騒
動
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
怪
談
・
奇
談
に
も
通
じ
る
評
価
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
書
名
に
あ

る
「
実
録
」
と
い
う
文
字
が
示
す
通
り
、
実
録
と
い
う
文
学
形
態
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
①
本
の
よ
う
に
貸
本
屋
の
印

が
あ
る
写
本
が
残
る
こ
と
も
ま
た
実
録
の
特
徴
を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
本
来
『
細
伝
』
中
の
怪
談
・
奇
談
は
、
も
っ
と
取
り
上
げ

ら
れ
る
べ
き
作
品
と
思
わ
れ
、
今
後
、
他
の
話
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
で
き
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
あ
る

）
10

（
注

。

11（　）

﹃
博
多
細
伝
実
録
﹄
に
つ
い
て
︵
高
橋
︶

一
三
二
七



　
　
　
注

（
１
）　
「
山
島
民
譚
集
（
一
）」『
柳
田
國
男
全
集
５
』（
一
九
八
九
年
・
ち
く
ま
文
庫
）

（
２
）　
『
中
村
幸
彦
著
述
集　

第
十
巻
』（
昭
和
五
十
八
年
・
中
央
公
論
社
）

（
３
）　

こ
の
他
に
九
州
大
学
中
央
図
書
館
檜
垣
文
庫
に
は
、
い
ず
れ
も
巻
一
〜
三
の
み
の
三
巻
一
冊
本
が
二
部
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
日
本
古
典
籍
総
合
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
檜
垣
文
庫
目
録　

和
装
本
編
』〈
一
九
九
六
年
・
九
州
大
学
附
属
図
書
館
六
本
松
分
館
〉）。
さ
ら
に
『
檜
垣
文
庫　

近
世
筑
前

国
編
』（
同
上
）
を
見
る
と
、
巻
四
〜
巻
十
五
の
四
冊
が
載
り
、
整
理
の
際
に
分
割
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
九
州
文
化
史
に
四
冊
本
が
残
る
。

（
４
）　
『
黒
田
家
譜　

第
四
巻
』（
昭
和
五
十
七
年
・
文
献
出
版
）
中
、「
継
高
記
」
に
よ
る
。

（
５
）　
『
盛
岡
藩
家
老
席
日
記　

雑
書　

第
二
十
六
巻
』（
平
成
二
十
三
年
・
盛
岡
市
教
育
委
員
会
）

（
６
）　

伊
東
尾
四
郎
編
『
宗
像
郡
誌
』（
昭
和
七
年
）
所
収
。
合
わ
せ
て
、
事
件
の
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
権
右
衛
門
の
宝
永
四
年
の
書
付
が
載
る
。
他
に
、

伊
藤
慎
吾
「
宗
像
郡
本
木
村
妖
物
記
」『
昔
話
伝
説
研
究
』
二
十
号
（
一
九
九
九
年
）
に
も
異
本
の
翻
字
が
あ
る
。

（
７
）　

福
岡
市
博
物
館
所
蔵
。
因
み
に
、
狩
野
昌
雲
は
「
昌
運
」
が
正
し
い
。

（
８
）　
『
益
軒
全
集
』
巻
之
四
（
昭
和
四
十
八
年
・
国
書
刊
行
会
）
所
収
。
元
禄
十
六
年
自
序
。

（
９
）　

村
上
健
司
『
妖
怪
事
典
』（
二
〇
〇
〇
年
・
毎
日
新
聞
社
）

（
10
）　

本
木
村
の
怪
談
以
外
で
は
、
鬼
城
（
鬼
木
）
に
関
す
る
伝
承
（『
ふ
る
さ
と
人
物
誌
』〈
平
成
二
十
四
年
・
朝
倉
市
役
所
〉
な
ど
）
が
地
元
に
残
る
が
、

12（　）

一
三
二
八



ま
だ
『
細
伝
』
成
立
以
前
の
文
字
資
料
を
見
つ
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
鶴
原
雁
林
の
話
に
つ
い
て
は
、
墓
所
で
あ
る
福
岡
市
香
正
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
に
は
「
狐
の
恩
返
し
の
由
来
碑
」
が
残
る
と
い
う
が
、
そ
れ
は
隣
に
建
つ
雁
林
（
九
皐
）
の
墓
に
碑
文
が
刻
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
た
数
代
後
の
子
孫
が
、
九
皐
の
行
状
を
残
す
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ
り
、
恩
返
し
を
刻
ん
だ
石
碑
で
は
な
か
っ

た
。

　
　

追
記　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
蔵
書
の
閲
覧
・
複
写
を
許
可
さ
れ
た
所
蔵
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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十
巻
本　

①
本

丁
数
十
五
巻
本　

③
本

丁
数
二
十
巻
本　

⑤
本

丁
数

序

1

1

総
目
録

5

10

巻
一

黒
田
家
由
緒
并
松
平
右
衛
門
佐
忠
之
雅

意
之
事

26

黒
田
家
由
緒
の
事

16,5

黒
田
家
家
系
右
衛
門
佐
忠
之
の
事
并
栗

山
大
膳
過
言
返
答
之
事

24

栗
山
大
膳
勇
気
并
武
術
通
達
之
事

三
代
目
忠
之
不
行
跡
の
事

栗
山
大
膳
強
気
武
術
達
せ
し
事
并
大
膳

浪
人
し
て
江
戸
江
下
り
訴
訟
之
事

栗
山
大
膳
福
岡
を
立
退
并
江
府
へ
来
り

御
評
定
所
江
出
る
事

一
老
栗
山
大
膳
諌
言
の
事

黒
田
家
の
家
老
と
大
膳
対
決
之
事
并
道

伯
入
道
大
膳
を
言
伏
る
事

大
膳
強
勇
の
事

黒
田
如
水
大
望
之
事
并
後
藤
又
兵
衛
基

次
か
事

大
膳
福
岡
の
城
下
引
払
江
戸
天
奏
ニ
付

ケ
条
書
上
ル
の
事

忠
之
俄
ニ
出
府
附
家
老
井
上
周
防
大
膳

と
対
決
の
事

巻
二

野
村
太
郎
兵
衛
由
緒
并
舎
弟
市
太
夫
立

身
の
事

23

忠
之
身
持
の
事

16

忠
之
諸
士
を
感
伏
さ
す
へ
き
謀
計
之
事

并
桜
井
村
の
白
狐
自
在
を
得
し
事

22

野
村
太
郎
兵
衛
無
道
并
駒
山
助
右
衛
門

悪
意
与
力
之
事

忠
之
公
事
の
節
吉
事
有
の
事

忠
之
嶋
原
江
出
陣
之
事
并
長
崎
表
御
番

所
黒
田
鍋
嶋
江
被
仰
付
事

僧
仕
置
の
事

忠
之
高
要
か
不
仁
を
憎
み
責
殺
す
事
并

高
要
か
怨
霊
役
人
を
取
殺
す
事

嶋
原
陣
の
事

忠
之
陣
中
に
て
吉
田
久
太
夫
江
暇
遣
す

事
并
忠
之
讃
岐
守
屋
鋪
に
て
恥
辱
之
事

長
臣
野
村
太
郎
兵
衛
の
事

対
照
表

14（　）
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十
巻
本　

①
本

丁
数
十
五
巻
本　

③
本

丁
数
二
十
巻
本　

⑤
本

丁
数

巻
三

野
村
か
家
長
朝
倉
善
左
衛
門
主
人
江
諫

并
木
山
喜
八
才
智
大
勇
の
事

28

野
村
太
郎
兵
衛
驕
駒
山
助
右
衛
門
謀
計

の
事

17

野
村
太
郎
兵
衛
素
性
之
事
并
弟
市
太
夫

手
の
筋
を
見
す
る
事

20

木
村
喜
左
衛
門
駒
山
助
右
衛
門
篠
田
七

郎
左
衛
門
等
能
古
野
嶋
へ
渡
か
い
の
事

同
人
の
家
長
朝
倉
善
左
衛
門
諫
言
の
事

太
郎
兵
衛
驕
奢
之
事
并
駒
山
助
右
衛
門

出
世
之
事

駒
山
助
右
衛
門
惣
領
作
左
衛
門
父
江
か

ん
言
并
愁
涙
之
事

大
目
付
木
山
喜
八
密
計
を
見
出
す
の
事

太
郎
兵
衛
逆
意
を
思
ひ
立
事
并
駒
山
太

郎
兵
衛
に
合
体
之
事

太
郎
兵
衛
一
味
の
輩
血
判
之
事

巻
四

木
村
喜
左
衛
門
毒
薬
を
見
顕
す
并
謀
計

露
顕
郡
正
太
夫
裁
判
之
事

27

助
右
衛
門
主
人
江
持
薬
を
進
る
事
附
道

益
が
調
合
の
薬
善
左
衛
門
改
る
事

14

朝
倉
善
右
衛
門
主
人
江
諫
言
之
事
并
木

山
喜
八
勇
猛
直
言
之
事

21

野
む
ら
太
郎
兵
衛
罪
科
糺
明
并
諸
々
江

か
た
め
の
事

助
右
衛
門
一
子
作
右
衛
門
父
江
諫
言
の

事

逆
臣
共
駒
山
か
宅
に
て
密
談
之
事
并
能

古
嶋
遊
覧
之
事

無
道
之
輩
罪
科
に
よ
つ
て
仕
置
之
事

巻
五

忠
節
の
面
々
御
報
賞
并
郡
正
太
夫
簾
直

之
事

25

城
下
所
々
固
の
事

11

駒
山
悴
作
左
衛
門
江
大
事
を
明
す
事

15

茂
登
木
村
百
性
権
兵
衛
妻
怪
意
に
あ
ふ

事

参
勤
の
時
節
窺
の
事

道
益
毒
薬
露
顕
之
事
并
郡
正
太
夫
手
配

り
之
事

悪
徒
吟
味
の
事
附
仕
置
の
事

郡
父
子
加
恩
の
事

巻
六

妖
怪
退
治
并
異
形
の
白
骨
評
判
之
事

18

博
多
領
分
に
な
る
事

14,5

久
野
弥
五
右
衛
門
毛
利
与
平
次
訴
人
之

事
并
篠
田
七
郎
右
衛
門
自
殺
之
事　

13

黒
田
家
の
医
師
靏
原
鳫
林
狐
を
助
る
并

野
狐
お
ん
を
報
ず
る
事

同
所
祭
礼
の
事

逆
臣
の
輩
御
預
け
糺
明
之
事
并
手
配
り

固
め
の
次
第
之
事

菩
提
所
宗
福
寺
ニ
て
金
を
掘
出
す
事

福
岡
の
城
普
請
の
節
佐
賀
よ
り
合
力
の

事
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十
巻
本　

①
本

丁
数
十
五
巻
本　

③
本

丁
数
二
十
巻
本　

⑤
本

丁
数

巻
七

安
川
庄
兵
衛
谷
口
羽
右
衛
門
口
論
并
安

川
恥
辱
自
害
付
敵
討
事

19

鍋
嶋
山
公
事
企
る
事

13,5

江
戸
屋
鋪
よ
り
郡
正
太
夫
江
急
使
之
事

并
逆
臣
共
仕
置
之
事

18

福
者
伊
藤
小
左
衛
門
の
事

黒
田
甲
斐
守
御
不
審
を
蒙
る
事
并
忠
臣

の
面
々
賞
録
之
事

享
保
弐
年
唐
舟
沖
中
に
て
和
人
と
商
売

の
事

巻
八

安
川
悴
両
人
谷
口
を
う
つ
事

20

唐
舟
を
打
潰
す
事

15

博
多
呉
服
町
宗
丹
か
事
并
博
多
町
人
慮

外
切
捨
之
事

17

毛
利
但
馬
座
頭
を
こ
ろ
し
子
孫
に
恨
み

を
う
け
る
事

筑
前
家
中
加
恩
の
事

博
多
松
囃
子
祭
之
事

阿
蘭
陀
出
帆
届
間
違
の
事

聖
福
寺
の
土
中
よ
り
金
の
瓶
掘
出
す
事

并
左
文
字
鍛
冶
か
事

土
井
甲
斐
守
殿
上
使
之
事

黒
田
長
政
鍋
嶋
江
金
子
無
心
之
事

黒
田
美
作
家
例
の
事

巻
九

鷹
取
運
松
庵
妻
女
勇
気
并
運
松
庵
異
形

の
も
の
に
医
術
相
伝
之
事

20

吉
田
七
左
衛
門
の
事

16

背
不
二
山
公
事
の
事
并
鎌
田
八
兵
衛
勇

気
利
運
之
事

14

黒
田
美
作
無
道
并
鬼
城
新
左
衛
門
諫
言

の
事

沖
の
嶋
の
事

渡
辺
三
十
郎
と
言
百
姓
の
事

当
主
継
高
少
将
ニ
な
り
候
事

巻
十

鬼
城
新
左
衛
門
成
敗
に
な
り
死
霊
の
事

16

筑
前
家
供
立
昔
の
通
り
な
る
事

13,5

博
多
分
限
者
伊
東
小
左
衛
門
御
仕
置
之

事
并
小
左
衛
門
か
妾
貞
操
之
事

15

同
家
中
植
村
定
右
衛
門
国
勝
手
の
事

蛮
国
船
白
嶋
江
来
る
事
并
黒
田
家
出
勢

安
部
惣
左
衛
門
か
事

16（　）
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十
巻
本　

①
本

丁
数
十
五
巻
本　

③
本

丁
数
二
十
巻
本　

⑤
本

丁
数

巻
十
一

竹
中
久
左
衛
門
娘
美
女
ニ
付
狐
ニ
見
こ

ま
れ
る
事

14,5

蛮
国
船
焼
討
手
配
之
事
并
両
家
の
諸
士

働
之
事

16

両
家
よ
り
使
者
往
来
之
事
并
黒
田
家
に

て
加
恩
之
事

巻
十
二

な
た
浜
氏
神
盗
人
防
の
事

17,5

紅
毛
船
出
帆
注
進
間
違
之
事

14

本
木
村
希
怪
の
事

黒
田
美
作
家
格
之
事
并
奈
多
か
浜
天
神

奇
瑞
之
事

巻
十
三

筑
州
家
中
鷹
取
運
相
庵
と
い
ふ
医
師
河

童
よ
り
療
治
方
伝
受
之
事

13,5

筑
前
国
沖
の
嶋
不
思
儀
之
事
并
彼
島
江

領
主
よ
り
勤
番
之
事

15

同
家
中
医
師
靏
原
鳫
斎
狐
を
助
る
事
附

り
同
人
京
都
ニ
て
病
気
の
節
右
の
狐
美

婦
に
な
り
介
抱
の
事

吉
村
安
右
衛
門
孝
心
律
義
之
事

巻
十
四

黒
田
美
作
の
長
臣
鬼
城
新
左
衛
門
主
人

江
諫
言
ニ
付
科
を
蒙
る
事

14

黒
田
家
よ
り
鍋
嶋
家
江
使
者
之
事
并
星

野
助
右
衛
門
大
食
之
事

18

鬼
城
新
左
衛
門
死
後
鬼
城
大
明
神
と
祭

る
事

目
黒
渡
辺
三
十
郎
由
緒
之
事

黒
田
家
屋
鋪
構
之
事

巻
十
五

福
岡
の
家
中
加
藤
半
左
衛
門
下
屋
鋪
守

り
谷
口
宇
右
衛
門
を
安
川
庄
兵
衛
悴
兄

弟
ニ
而
親
敵
討
事

17,5

松
平
継
高
官
位
昇
進
之
事
并
鍋
嶋
家
官

位
大
望
之
事

24

同
家
中
毛
利
某
座
頭
を
た
め
し
切
し
て

子
孫
へ
怨
霊
の
事

少
将
殿
於
逸
の
方
江
恋
慕
之
事
并
お
逸

の
方
筑
前
江
下
向
之
事

植
木
貞
右
衛
門
国
勝
手
之
事
并
修
理
大

夫
殿
気
性
之
事
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十
巻
本　

①
本

丁
数
十
五
巻
本　

③
本

丁
数
二
十
巻
本　

⑤
本

丁
数

巻
十
六

竹
中
久
右
衛
門
か
娘
寺
小
性
花
之
丞
を

見
染
る
事
并
古
狐
花
之
丞
に
化
娘
と
交

合
之
事

19

娘
異
形
の
子
を
出
産
之
事
并
松
平
半
十

郎
狐
と
問
答
之
事

巻
十
七

百
性
権
兵
衛
か
妻
奇
怪
之
事
并
領
主
よ

り
退
治
の
人
数
を
遣
は
さ
る
ゝ
事

18

巻
十
八

靎
原
鳫
斎
狐
の
命
を
助
る
事
并
狐
報
恩

に
鳫
斎
を
看
病
之
事

14

鷹
取
運
松
庵
か
妻
気
性
之
事
并
河
童
手

を
貰
ひ
妙
薬
伝
授
之
事

巻
十
九

鬼
城
新
左
衛
門
主
人
美
作
江
強
諫
之
事

并
讒
言
に
よ
つ
て
新
左
衛
門
非
道
の
仕

置
之
事

18

鬼
城
か
家
内
不
残
怨
死
之
事
并
新
左
衛

門
か
怨
魂
讒
臣
を
取
殺
す
事

巻
二
十

安
川
庄
兵
衛
我
意
羽
右
衛
門
に
恥
辱
を

与
へ
ら
れ
自
殺
之
事
并
庄
兵
衛
か
兄
弟

の
忰
羽
右
衛
門
を
討
事

21

毛
利
但
馬
非
道
に
盲
人
の
命
を
所
望
之

事
并
盲
人
の
恨
代
々
仇
を
な
す
事

18（　）

一
三
三
四


